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当科における顎顔面口腔外傷患者の臨床統計的観察
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　要　旨　�
　2011 年１月より 2015 年 12 月までの５年間に当科を受診した顎顔面口腔外傷患者 276 例
を対象とし，臨床統計的観察を行った．
　年別患者数は，2011 年は 44 例であったが，その後は年約 60 例であり，男女比は３：２
であった．年齢分布は 10 歳未満が最も多かった．来院経路は院内紹介，直接来院，院外医
療機関からの紹介による受診の順となっており，受傷原因は転倒・転落が最も多かった．受
傷部位の内訳は，軟組織外傷が最も多く，次いで歯の外傷，骨外傷の順であった．骨外傷に
おいては，観血的整復固定術が 45.1％に施行されていた．
　今後も顎顔面口腔外傷の診療において，当科が総合病院の診療科として果たす役割りは大
きいと考えている．

　キーワード　�
顎顔面口腔，外傷，臨床統計的観察
�

はじめに

　顎顔面口腔外傷は，出血，感染の制御に加え，
審美性，咬合・咀嚼機能の回復などを考慮した治
療を要するため，高い専門性が求められる．今
回，当科における顎顔面口腔外傷患者の実態を把
握し，今後の対応の一助とするべく，臨床統計的
観察を行い若干の知見を得たので報告する．

対象・方法

　2011 年１月より 2015 年 12 月までの５年間に
当科を受診した顎顔面口腔外傷患者 276 例を対象
とした．検索項目は，年別患者数，性別，年齢分
布，来院経路，受傷原因，受傷部位，受傷部位別
治療内容とし，外来，入院カルテの記載事項から
調査を行った．

結　　果

１．年別患者数（図１）
　2011 年は 44 例であったが，その後は年 60 例
ほどとなっていた．

２．性別患者数（図１）
　男性166件，女性110件，男女比は３：２であっ
た．
３．年齢分布（図２）
　10 歳未満が最も多く，次いで 10 歳代であった．
４．来院経路別患者数（図３）
　 院 内 紹 介 に よ る 受 診 が 最 も 多 く 118 例

（42.8％）， 次 い で 直 接 来 院 106 例（38.4％） で
あった．院外医療機関からの紹介患者は 52 例

（18.8％）であった．
５．受傷原因の内訳（図４）
　転倒・転落が最も多く 154 例（55.8％），次い
で交通事故 69 例（25.0％），スポーツ 23 例（8.3％）
の順であった．
６．受傷部位の内訳（図５）
　軟組織外傷が最も多く 126 例（45.7％），次い
で歯の外傷 79 例（28.6％），骨外傷 71 例（25.7％）
の順であった．
７．受傷部位別治療内容（表１）
１）軟組織外傷においては縫合処置を要した症例

は 37 例（29.4％）であった．
２）歯の外傷における治療法は，経過観察が 40
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例（50.6％），整復固定術が 36 例（45.6％），抜
歯術が３例（3.8％）であった．

３）骨外傷における治療法は，観血的整復固定
術 32 例（45.1％）， 非 観 血 整 復 固 定 術 22 例

（31.0％），経過観察 17 例（23.9％）であった．

考　　察

　当院は 26 診療科を有する総合病院であり，地
域医療支援病院，第二次救急指定病院として救急
医療に積極的に取り組んでいる．今回，当科が関
わる救急患者の大半を占める顎顔面口腔外傷患者
について，2011 年１月より 2015 年 12 月までの
５年間に当科を受診した 276 例を対象とし，臨床
統計的観察を行った．
　年別患者数をみると，2011 年は 44 件であった
がその後は年約 60 件で推移しており，今後も同
程度の患者数が見込まれる．

図１　年別および性別患者数

 

 

 

 

 
図１ 年別および性別患者数  
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図２　年齢分布

 

 

 

 

 
図２ 年齢分布  
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図３　来院経路

 

 

 

 

図３ 来院経路 
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図４　受傷原因

 

 

  
 

図４ 受傷原因 
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図５　受傷部位
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　患者性別は，男女比３：２で男性が多かった．
年齢分布は，10 歳未満が最も多く（21.3％），次
に 10 歳代（15.2％）が多かった．これらは他施
設の報告１～６）と同様であった．小児患者が多い要
因としては，活動性が高いにもかかわらず歩行が
不安定であること，転倒時に上肢で顎顔面口腔領
域を保護することが困難であることが挙げられ
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る７～９）．しかし，近年は高齢者が転倒により顎顔
面口腔領域を受傷するケースも増加している．
　受傷原因については，これも他施設の報告２～６）

と同様に転倒・転落による受傷が最も多かった
（55.8％）．これは前述のように，小児，高齢患者
が本疾患の患者の主体になっていることが要因と
考える．
　来院経路については，院内他科からの紹介が最
も多く（42.8％），次いで直接来院（38.4％）の順
であった．院外医療機関からの紹介率は 18.8％で
あり，これは当科の初診患者全体の紹介率 77.3％

（2014 年度）と比較すると低いものであった．緊
急を要する疾患の性格が，他の医療機関を経ずに
当院を直接受診している要因と考えられた．他施
設では歯科口腔外科を直接受診する場合が多いよ
うである１，３，４）が，当院では日中も救急患者につ
いては，救急部担当医師の診察の後に各診療科へ
紹介する体制になっているため，院内紹介患者の
割合が高くなっているものと考えられた．
　受傷部位の内訳では，軟組織外傷が 45.7％と最
も多く，次いで骨外傷が 25.7％であった．これは
他施設１～３，５）とほぼ同様であった．
　受傷部位別治療内容をみると，軟組織外傷例に
おいては 29.4％に縫合処置が必要であった．また
このうち５例（13.5％）に対しては全身麻酔下で
の縫合処置が行われており，そのすべてが小児患
者であった．小児においては無理な局麻下での処
置は，精神的苦痛，偶発事故の危険性がある．審
美性も考慮した精密な縫合の必要性，既往症など
も考慮し，今後も全身麻酔下での縫合処置の選択
肢を検討すべきであると考える．
　 歯 の 外 傷 の 治 療 法 に つ い て は， 経 過 観 察

表１　受傷部位別治療内容

受傷部位 治療内容 症例数
軟組織外傷 経過観察 　89

縫合処置 　37（全身麻酔下：５）
計 126

歯の外傷 経過観察 　40
整復固定術 　36
抜歯術 　　3
計 　79

骨外傷 経過観察 　17
非観血的整復固定術 　22
観血的整復固定術 　32
計 　71

50.6％，脱臼歯の整復・固定 45.6％，抜歯 3.8％
となっていた．当科では多くの症例で，処置の後
はかかりつけ歯科への紹介としている．
　骨外傷の治療法については観血的整復固定術
45.1％，非観血的整復術 31.0％，経過観察 23.9％
となっていた．手術症例の割合は他施設の報
告１～３）よりやや高いものとなっていた．これは当
院が第二次救急指定病院であること，麻酔科，手
術室スタッフなどのスムーズな手術への対応・協
力によるものと考える．今後も顎間固定期間・入
院期間の短縮，骨片固定の確実性などの手術の利
点，また患者の年齢，既往症などを考慮し，手術
治療の選択肢を慎重に検討していきたいと考え
る．
　顎顔面口腔は耳鼻科，脳外科，皮膚科などと診
療領域が重なる部位である．また患者の高齢化に
より全身管理に注意を要する症例の増加を認め，
内科，麻酔科などとの連携の重要性も高まってい
る．今後も顎顔面口腔外傷の診療において，当科
が総合病院の診療科として果たす役割りは大きい
と考えている．

おわりに

　今回われわれは 2011 年１月より 2015 年 12 月
までの５年間に当科を受診した顎顔面口腔外傷患
者 276 例に対して臨床統計的観察を行い，若干の
文献的考察を加えて報告した．
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